
　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

SHゼミ 講義 必修 通年

バイオ学科 1年 60時間 馴松 麻悠

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就職活動における筆記試験対策に取り組む。

【教科書・参考書・教材等】
カンタン総まとめ　就活の一般常識＆時事

【到達目標】
就職活動時の筆記試験において出題が想定される一般常識問題について、知識を習得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
各回、一般常識問題について学習する。
（国語、数学、理科、社会、時事など） 1

各回、一般常識問題について学習する。
（国語、数学、理科、社会、時事など）

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

15
期末試験

15
期末試験

13
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋１２

13
中級バイオ技術者認定試験より抜粋１２

14
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋１３

14
中級バイオ技術者認定試験より抜粋１３

11
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋１０

11
中級バイオ技術者認定試験より抜粋１０

12
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋１１

12
中級バイオ技術者認定試験より抜粋１１

9
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋８

9
中級バイオ技術者認定試験より抜粋８

10
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋９

10
中級バイオ技術者認定試験より抜粋９

7
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋７

7
中級バイオ技術者認定試験より抜粋７

8
中間試験

8
中間試験

5
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋５

5
中級バイオ技術者認定試験より抜粋５

6
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋６

6
中級バイオ技術者認定試験より抜粋６

3
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋３

3
中級バイオ技術者認定試験より抜粋３

4
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋４

4
中級バイオ技術者認定試験より抜粋４

1
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋１

1
中級バイオ技術者認定試験より抜粋１

2
初級バイオ技術者認定試験過去問より抜粋２

2
中級バイオ技術者認定試験より抜粋２

【到達目標】
中級バイオ技術者認定試験の合格

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
この授業は毎週、課題をgoogleクラスルーム上に掲載し、受講者はこの取り組みを期限までにgoogleフォーム
にて提出する。前期後期ともに中間試験・期末試験を実施する。これは、クラスごとに対面にて指定日に実施
する。【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
中級バイオ技術者認定試験合格に向けての対策授業

【教科書・参考書・教材等】
サイエンスビュー生物・サイエンスビュー化学
中級バイオ技術者認定試験対策問題集

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

バイオ学科 2年 60時間 吉野みゆき

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

SH 講義 選択 通年
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

15
外注の倒産、目標の未達

15
進級候補者の決定要因

13
納期変更、仕様変更

13
振り返り行動記述

14
欠員対策、欠品対策

14
目標の達成水準

11
成果物納品、振り返り会議

11
人材評価の流れ

12
最後の仕事、事業中止

12
コンピテンシー

9
進捗管理、品質管理

9
目標達成度評価

10
予算管理、リスク管理

10
人材開発の考え方

7
雑事対応、前例の活用

7
目標設定

8
メンバー対応、経過確認

8
進捗管理

5
メンバー配置、外注の選定

5
目標完治

6
コスト見積もり、リスク抽出

6
業績評価の流れ

3
最初の一歩、計画書作成

3
業績評価

4
予定立案、予定表作成

4
人材評価

1
グローバル標準、プロジェクトとは

1
目標管理と人材開発

2
PMBOK、リーダーの基本

2
納得性の高い人事処遇

【到達目標】
社会で必要な基礎スキルを修得する。前期はプロジェクトマネジメント、後期は目標管理について学ぶ。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点
し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）
前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
社会で必要な基礎スキルを修得する。

【教科書・参考書・教材等】
・プロジェクトマネジメントや目標管理に関するWEB情報

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

バイオ学科 3年 60時間 田川　公造

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

SHゼミ 講義 必修 通年
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

就職対策 SPI 講義 必修 通年

バイオ学科 1年 60時間 綱村　住久

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
数学の基本を理解し、SPI筆記試験において、高得点を目指す

【教科書・参考書・教材等】
プリントにて演習・解説

【到達目標】
SPI筆記試験において、高得点を目指す

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。【★にはミニテストを実施予定】

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
公約数・公倍数

1
平面図形①（角度）

2
数列

2
平面図形②（長さ）

3
記数法

3
平面図形③（面積）

4
集合（ベン図）★

4
立体図形①（求積）

5
順列

5
立体図形②（展開図など）

6
組み合わせ

6
判断推理①（命題と論理）

7
確率

7
判断推理②（対応関係・試合）

8
分配算・年齢算

8
判断推理③（順序関係）

9
割合・損益算

9
判断推理④（位置関係）

10
濃度算

10
判断推理⑤（嘘つき問題など）

11
距離，時間と速さ①（旅人算）

11
判断推理⑥（平面図形⇒軌跡，最短経路）

12
距離，時間と速さ②（通過算）

12
判断推理⑦（立体図形⇒積み木，展開図）

15
前期試験

15
後期試験

13
仕事算

13
資料解釈

14
前期総合演習

14
後期総合演習
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

分析化学実習Ⅰ（基礎） 実習 必修 通年

バイオ学科 1年 150時間 各担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
実験における基本的な知識、技術を習得する。

【教科書・参考書・教材等】
・サイエンスビュー　生物総合資料
・サイエンスビュー　化学総合資料

【到達目標】
基礎的な実習に取り組み、実験における考え方や基本的操作を習得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
タンパク質・アミノ酸とは
タンパク質の取扱い 1

2
Bradford法①
標準曲線の作成 2

3
Bradford法②
濃度既知検体の測定 3

4
Bradford法③
濃度未知検体の測定 4

5
Bradford法④
飲料中のタンパク質測定 5

6
Bradford法⑤
飲料中のタンパク質測定 6

7
Bradford法⑥
卵白中のタンパク質測定 7

8
Bradford法⑦
卵白中のタンパク質測定 8

9
SDS-PAGE電気泳動①
機器の取扱い 9

10
SDS-PAGE電気泳動
タンパク量の調整 10

11
SDS-PAGE電気泳動
規定量タンパク質の泳動 11

12
SDS-PAGE電気泳動
泳動結果の観察・考察 12

15
テスト・レポート提出

15

13
SDS-PAGE電気泳動
濃度別タンパク質の泳動 13

14
SDS-PAGE電気泳動
泳動結果の観察・考察 14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

分析化学実習Ⅱ（発展） 実習 必修 通年

バイオ学科 1年 150時間 田川　公造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
実験における基本的な知識、技術を習得する。

【教科書・参考書・教材等】
・サイエンスビュー　生物総合資料
・サイエンスビュー　化学総合資料

【到達目標】
基礎的な実習に取り組み、実験における考え方や基本的操作を習得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
安全性試験の基礎①
動物福祉（３Rsと５つの自由） 1

2
安全性試験の基礎②
GLP 2

3
安全性試験の基礎③
マウスの取扱い 3

4
免疫①
卵白を用いた免疫・抗体作製 4

5
免疫②
卵白を用いた免疫・抗体作製 5

6
免疫③
卵白を用いた免疫・抗体作製 6

7
免疫④
卵白を用いた免疫・抗体作製 7

8
免疫⑤
血清の回収 8

9
ELISA①
直接法（抗原の違いによる抗原抗体反応の確認） 9

10
ELISA②
間接法（抗体の違いによる抗原抗体反応の確認） 10

11
ELISA③
間接法（血清中の抗体価測定） 11

12
ELISA④
サンドイッチ法（標準曲線の作成） 12

15
テスト・レポート提出

15

13
ELISA⑤
サンドイッチ法（食品中の抗原量の測定） 13

14
ELISA⑥
サンドイッチ法（食品中の抗原量の測定） 14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

微生物学実習 実習 必修 通年

バイオ学科 1年 150時間 各担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
実験における基本的な知識、技術を習得する。

【教科書・参考書・教材等】
・サイエンスビュー　生物総合資料
・サイエンスビュー　化学総合資料

【到達目標】
基礎的な実習に取り組み、実験における考え方や基本的操作を習得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
単位（SI基本単位・SI接頭辞）

1

2
実験器具・実験機器の取扱い

2

3
電子天秤の取扱い

3

4
試薬の取扱い・諸注意

4

5
試薬調製①（パーセント濃度）

5

6
試薬調製②（モル濃度）

6

7
試薬調製③（規定濃度）

7

8
試薬調製④（培地作成）

8

9
微生物①（滅菌・空中落下細菌）

9

10
微生物②（コロニー観察・グラム染色）

10

11
微生物③（植菌・培養）

11

12
微生物④（増殖状態の観察）

12

15
テスト・レポート提出

15

13
微生物⑤（BGLB培地・大腸菌群数）

13

14
微生物⑥（コリラート・大腸菌群数）

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校
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科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

生物学実習 実習 必修 通年

バイオ学科 1年 150時間 各担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
実験における基本的な知識、技術を習得する。

【教科書・参考書・教材等】
・サイエンスビュー　生物総合資料
・サイエンスビュー　化学総合資料

【到達目標】
基礎的な実習に取り組み、実験における考え方や基本的操作を習得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
実習に関する諸注意
実験ノートの書き方 1

2
器具の洗浄
使用する水の種類 2

3
マイクロピペットの取扱い①
精度管理 3

4
マイクロピペットの取扱い・操作練習②
プレートリーダーの取扱い 4

5
マイクロピペットの取扱い・操作練習③
自然数希釈 5

6
マイクロピペットの取扱い・操作練習④
段階希釈 6

7
細胞・組織染色①
ギムザ染色（顕微鏡の取扱い・血球の判別） 7

8
細胞・組織染色②
ギムザ染色（染色結果の比較） 8

9
細胞・組織染色③
HE染色（臓器の特徴観察） 9

10
細胞・組織染色④
HE染色（染色結果の比較） 10

11
細胞・組織染色⑤
パパニコロウ染色（染色結果の比較） 11

12
中和滴定①
試薬調製・指示薬・ｐHメーターの取扱い 12

15
テスト・レポート提出

15

13
中和滴定②
未知検体の中和滴定・濃度算出 13

14
中和滴定③
未知検体の中和滴定・濃度算出 14
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　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

基礎化学 講義 必修 通年

バイオ学科 1年 60時間 四橋　摩紀

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
物質の変化などの化学の基本的な概念や原理・法則を理解
し、科学的な見方や考え方を養う

【教科書・参考書・教材等】
新課程版　ｻｲｴﾝｽﾋﾞｭｰ新化学資料/実教出版
高校　とってもやさしい化学基礎/㈱旺文社

【到達目標】
物質の変化などの化学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1
オリエンテーション

2
化学の基本・小テスト（自習課題）

2
電離

3
混合物・純物質、元素・単体・化合物

3
酸と塩基

4
原子の構造、電子配置

4
電極とpH

5
第1回テスト

5
第1回テスト

6
テスト解説、イオン・イオン結合

6
テスト解説・中和反応と塩

7
共有結合

7
中和の量的関係

8
金属結合

8
中和滴定と滴定曲線

9
原子量・分子量、質量

9
酸と還元

10
第2回テスト

10
第2回テスト

11
テスト解説、質量・気体と物質量

11
テスト解説・酸化数、酸化剤・還元剤

12
溶液の濃度、化学反応式

12
酸化還元滴定・イオン化傾向

15
テスト解説

15
テスト解説

13
応用、復習

13
復習

14
学期末テスト

14
学期末テスト

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

生物学 講義 必修 通年

バイオ学科 1年 60時間 山内　博登

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
バイオテクノロジーを学んでいく上で必要となる生物学の基礎
知識を習得する。単なる暗記ではなく、しくみや図とともに理解
し覚えていくことでより確かな知識を付けていく。

【教科書・参考書・教材等】
プリントおよび「フォトサイエンス生物図録」
新課程版　サイエンスビュー　生物総合資料　改訂版/早稲田教育出版
高校　とってもやさしい生物基礎/早稲田教育出版

【到達目標】
高校生物の基本的な問題（定期試験レベル）で各単元平均８０点取れる状態にする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
生物の多様性と共通性、細胞のつくり

1
細胞のつくりとはたらき

2
細胞のつくり、細胞の働き

2
顕微鏡とミクロメーターの使い方

3
細胞の働き（復習）、顕微鏡について

3
光合成、呼吸

4
個体の成り立ち、ミトコンドリアの起源

4
前回授業復習、遺伝情報の流れ①

5
エネルギーと代謝、代謝と酵素

5
遺伝情報の流れ②、細胞分化と遺伝子発現

6
生体防御と自然免疫

6
前回授業復習、神経系による調節

7
自然免疫（復習）と獲得免疫

7
神経系による調節（復習）、ホルモンによる調節

8
獲得免疫（復習）、免疫と病気

8
ホルモンによる調節（復習）体内環境維持の
仕組み

9
免疫（復習）、遺伝情報とDNA

9
体内環境維持の仕組み（復習）、免疫のしくみ①

10
DNAの構造

10
免疫のしくみ②

11
ゲノムと遺伝情報、細胞分裂と遺伝情報の複製と分
配 11

さまざまな植生

12
前回授業の授業の復習、体内環境と恒常性

12
学期末試験対策①

15
振り返り

15
振り返り

13
学期末試験対策

13
学期末試験対策②

14
学期末試験

14
学期末試験

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

安全化学 講義 必修 後期

バイオ学科 1年 60時間 馴松 麻悠

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
安全に化学実験を行うための基礎的知識を習得する。化学物
質が有するリスクの概念、化学物質に関する関係法令、リスク
アセスメントについて解説する。

【教科書・参考書・教材等】
参考図書として、毒物劇物取扱者合格教本　第3版（技術評論社）。その他、資料プリントを配布予定。

【到達目標】
安全について概念の理解と、安全に化学実験を行うための心構えを身につけることができる。
化学物質が有するリスクとアセスメントの意義を説明できる。
火災時や緊急時の対応方法、および心構えを身につけることができる。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 1
化学実験オリエンテーション～倫理観と危険予知

2 2
安全な作業環境～基本的注意事項1

3 3
安全な作業環境～基本的注意事項2

4 4
試薬の利用と管理～GHSによる分類・表示

5 5
毒物劇物取扱者～法規1

6 6
毒物劇物取扱者～法規2

7 7
毒物劇物取扱者～法規3

8 8
毒物劇物取扱者～毒物劇物の性状1

9 9
毒物劇物取扱者～毒物劇物の性状2

10 10
毒物劇物取扱者～貯蔵法・廃棄法

11 11
毒物劇物取扱者～漏洩時の応急措置

12 12
毒物劇物取扱者～毒性・解毒剤

15 15
振り返り、毒物・劇物の用途

13 13
まとめ

14 14
試験

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

環境化学 講義 必修 前期

バイオ学科 1年 30時間 吉村　直孝 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
環境に関する化学的な内容を中心に、様々な環境問題を学ぶ
事により、環境に対する意識の向上を図る。

企業に所属し、水辺の環境に関するコンサル
タントとして様々な業務に従事している。

【教科書・参考書・教材等】
2023年版　環境社会検定試験eco検定公式問題集/日本能率協会マネジメントセンター
改訂9版 環境社会検定試験eco検定公式テキスト/日本能率協会マネジメントセンタ

【到達目標】
環境社会検定試験（eco検定）の合格を目指し、環境問題の基本的な内容を理解する事を目標とする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
導入と環境社会検定試験（eco検定）の概要

1

2
環境ラベルと環境問題

2

3
内外の環境問題の歴史

3

4
循環型社会と環境問題

4

5
生物多様性と環境問題

5

6
校外演習①（おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ）

6

7
校外演習②（おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ）

7

8
環境社会検定試験（eco検定）の模擬試験

8

9
地球温暖化とエネルギー

9

10
水環境と環境問題

10

11
都市の環境問題

11

12
企業の環境問題への取り組み

12

15
定期試験の解答と解説

15

13
環境社会検定試験（eco検定）の直前対策

13

14
定期試験

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

英語Ⅰ 講義 必修 通年

バイオ学科 1年 60時間 四橋　摩紀

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
バイオ技術者認定試験中級に必要な、バイオ分野の専門知識
および英語表現の習得

【教科書・参考書・教材等】
講師が準備するもの

【到達目標】
認定試験中級で求められる英単語の習得

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
０．バイオ技術認定試験について、授業の進め方
１．単位とその表現　（長さ、質量、時間、温度） 1

４．生化学
　解糖系

2
１．単位とその表現
　単位変換のしかた、演習 2

４．生化学
　免疫

3
２．物質とその表現
　原子、元素、周期表、化合物の分類 3

４．生化学
　神経

4
２．物質とその表現
　無機化合物、有機化合物（酵素、アミノ酸） 4

４．生化学
ホルモン

5
２．物質とその表現
　有機化合物（糖、略号、試薬） 5

復習と演習③

6
３．実験器具
　基本的な器具 6

５．細胞工学
　培養、細胞融合

7
３．実験器具
　バイオ実験装置、関連用語 7

５．細胞工学
モノクローナル抗体、トランスジェニック抗体

8
復習と演習①

8
５．細胞工学
　英語表現演習

9
４．生化学
　細胞 9

６．遺伝子工学
　プラスミド、制限酵素

10
４．生化学
　DNA 10

６．遺伝子工学
　DNA解析技術

11
４．生化学

エネルギー代謝 11
６．遺伝子工学
　英語表現演習

12
４．生化学

エネルギー代謝 12
復習と演習④

15
解説

15
解説

13
復習と演習②

13
復習と演習⑤

14
試験

14
試験

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

生物薬剤学 講義 必修 後期

バイオ学科 1年 30時間 田川公造 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
医薬品の体の中の動きを理解する。 医薬品開発を経験する。

薬物動態／薬理作用に関する試験プロトコー
ル、レポートを作成し、用法用量に関する適
性使用情報をまとめた。

【教科書・参考書・教材等】
教科書：コンパス生物薬剤学（南江堂）

【到達目標】
吸収、分布、代謝、排泄の各課程を理解する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 1
概論

2 2
生体膜の構造

3 3
トランスポーター

4 4
吸収１

5 5
吸収２

6 6
分布１

7 7
分布２

8 8
代謝１

9 9
代謝２

10 10
排泄１

11 11
排泄２

12 12
薬物動態の変動要因１

15 15
応用／非線形組織結合モデル

13 13
薬物動態の変動要因２

14 14
まとめ／確認テスト

2022.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
分析化学実習Ⅲ（専門Ⅰ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

実習 必修 通年

バイオ学科 2年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川公
造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基
礎を修得する
生命科学コース（細胞）…無菌操作・細胞培養の基礎を習
得する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価の基礎を
修得する

【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基礎を修得する
生命科学コース（細胞）…細胞培養の知識と技術を習得する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価、HPLC分析の基礎を修得する

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点
し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実習時ご
とに採水、水質分析を実施。水質分析項目は富栄
養化項目5項目、有機汚濁項目3項目、微生物項目
7項目。これらをコース所属メンバーで持ち回り、す
べての項目の分析技術を習得する。

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実習時ごとに採
水、水質分析を実施。水質分析項目は富栄養化項目5項
目、有機汚濁項目3項目、微生物項目7項目。これらをコース
所属メンバーで持ち回り、すべての項目の分析技術を習得
する。

4
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評
価、HPLC分析の基礎を修得する。 4

生命科学コース（機能性評価）…応用実習４テーマ（①３D消
化管モデル、➁吸収性評価、③OD２層錠、④ナノエマルショ
ン）のいずれかを修得する。

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3
生命科学コース（細胞）…無菌操作技術、細胞培
養技術を修得する。 3

生命科学コース（細胞）…細胞生存率染色法を学び、未知物
質を用いた細胞毒性試験を行う。

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂　　 大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
分析化学実習Ⅲ（専門Ⅱ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

実習 必修 通年

バイオ学科 2年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川公
造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基礎
を修得する
生命科学コース（細胞）…無菌操作・細胞培養の基礎を習得
する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価の基礎を修
得する

【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基礎を修得する
生命科学コース（細胞）…細胞培養の知識と技術を習得する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価、HPLC分析の基礎を修得する

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満
点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実習時
ごとに採水、水質分析を実施。水質分析項目は
富栄養化項目5項目、有機汚濁項目3項目、微生
物項目7項目。これらをコース所属メンバーで持
ち回り、すべての項目の分析技術を習得する。

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実
習時ごとに採水、水質分析を実施。水質分析
項目は富栄養化項目5項目、有機汚濁項目3
項目、微生物項目7項目。これらをコース所属
メンバーで持ち回り、すべての項目の分析技
術を習得する。

4
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評
価、HPLC分析の基礎を修得する。 4

生命科学コース（機能性評価）…応用実習４
テーマ（①３D消化管モデル、➁吸収性評価、
③OD２層錠、④ナノエマルション）のいずれか

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3
生命科学コース（細胞）…無菌操作技術、細胞培
養技術を修得する。 3

生命科学コース（細胞）…細胞生存率染色法
を学び、未知物質を用いた細胞毒性試験を行
う。

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂　　 大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
分析化学実習Ⅳ（専門Ⅰ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

実習 必修 通年

バイオ学科 2年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川
公造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基礎を
修得する
生命科学コース（細胞）…無菌操作・細胞培養の基礎を習得
する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価の基礎を修
得する

【教科書・参考書・教材等】

所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】

所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基礎を修得する
生命科学コース（細胞）…細胞培養の知識と技術を習得する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価、HPLC分析の基礎を修得する

【評価方法と基準】

出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点
満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実習時
ごとに採水、水質分析を実施。水質分析項目は
富栄養化項目5項目、有機汚濁項目3項目、微生
物項目7項目。これらをコース所属メンバーで持ち
回り、すべての項目の分析技術を習得する。

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実習
時ごとに採水、水質分析を実施。水質分析項
目は富栄養化項目5項目、有機汚濁項目3項
目、微生物項目7項目。これらをコース所属メ
ンバーで持ち回り、すべての項目の分析技術
を習得する。

4
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評
価、HPLC分析の基礎を修得する。 4

生命科学コース（機能性評価）…応用実習４
テーマ（①３D消化管モデル、➁吸収性評価、
③OD２層錠、④ナノエマルション）のいずれか

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3
生命科学コース（細胞）…無菌操作技術、細胞培
養技術を修得する。 3

生命科学コース（細胞）…細胞生存率染色法
を学び、未知物質を用いた細胞毒性試験を行
う。

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂　　 大阪バイオメディカル専門学校



　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

分析化学実習Ⅳ（専門Ⅱ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）

実習 必修 通年

バイオ学科 2年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川公
造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）

所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基礎
を修得する
生命科学コース（細胞）…無菌操作・細胞培養の基礎を習
得する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価の基礎を

【教科書・参考書・教材等】

所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】

所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…野外調査・水質分析・微生物検査の基礎を修得する
生命科学コース（細胞）…細胞培養の知識と技術を習得する
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評価、HPLC分析の基礎を修得する

【評価方法と基準】

出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点
満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実習時
ごとに採水、水質分析を実施。水質分析項目は
富栄養化項目5項目、有機汚濁項目3項目、微生
物項目7項目。これらをコース所属メンバーで持ち
回り、すべての項目の分析技術を習得する。

2

環境科学コース…調査地点を複数設定。実習
時ごとに採水、水質分析を実施。水質分析項
目は富栄養化項目5項目、有機汚濁項目3項
目、微生物項目7項目。これらをコース所属メ
ンバーで持ち回り、すべての項目の分析技術

4
生命科学コース（機能性評価）…製剤・物性評
価、HPLC分析の基礎を修得する。 4

生命科学コース（機能性評価）…応用実習４
テーマ（①３D消化管モデル、➁吸収性評価、
③OD２層錠、④ナノエマルション）のいずれか

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3
生命科学コース（細胞）…無菌操作技術、細胞培
養技術を修得する。 3

生命科学コース（細胞）…細胞生存率染色法
を学び、未知物質を用いた細胞毒性試験を行
う。

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂　  大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

英語Ⅱ 講義 必修 通年

バイオ学科 2年 60時間 四橋　摩紀

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
バイオ技術者認定試験中級に合格する英語力の習得

【教科書・参考書・教材等】
講師が準備するもの

【到達目標】
バイオ技術者認定試験中級の英語10問の正答率80％以上

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
１．単位変換

1
１，接頭語、数の表現、量や時間の表現

2
１．単位変換②

2
２．略語、試薬、生体分子

3
２．原子と化合物

　構造、周期表、化合物名の読み方、 3
３．実験器具の英語表現

4
２．原子と化合物

　化学式、反応式 4
４．DNAとRNA

5
３．実験道具

　名称、装置 5
４．ATPとADP

6
英作文の読み方

6
復習と演習

7
４．生化学

　DNA 7
５．モノクローナル抗体

8
４．生化学

　TCA、ATP 8
６．プラスミド、DNA解析

9
５．細胞工学

　培養、細胞融合 9
復習と演習

10
５．細胞工学

モノクローナル抗体、トランスジェニック生物 10
復習と演習

11
６．遺伝子工学

　プラスミド、DNAの解析技術 11
復習と演習

12
英作文の読み方

12
英語の読み方、書き方、勉強の仕方

15
解説

15
解説

13
復習と演習

13
復習と演習

14
試験

14
試験

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

就職対策 SPI 講義 必修 通年

バイオ学科 2年 60時間 綱村　住久

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
数学の基本を理解し、SPI筆記試験において、高得点を目指す

【教科書・参考書・教材等】
プリントにて演習・解説

【到達目標】
SPI筆記試験において、高得点を目指す

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。【★にはミニテストを実施予定】

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
公約数・公倍数

1
平面図形①（角度）

2
数列

2
平面図形②（長さ）

3
記数法

3
平面図形③（面積）

4
集合（ベン図）★

4
立体図形①（求積）

5
順列

5
立体図形②（展開図など）

6
組み合わせ

6
判断推理①（命題と論理）

7
確率

7
判断推理②（対応関係・試合）

8
分配算・年齢算

8
判断推理③（順序関係）

9
割合・損益算

9
判断推理④（位置関係）

10
濃度算

10
判断推理⑤（嘘つき問題など）

11
距離，時間と速さ①（旅人算）

11
判断推理⑥（平面図形⇒軌跡，最短経路）

12
距離，時間と速さ②（通過算）

12
判断推理⑦（立体図形⇒積み木，展開図）

15
前期試験

15
後期試験

13
仕事算

13
資料解釈

14
前期総合演習

14
後期総合演習

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

病態学 講義 必修 前期

バイオ学科 2年 30時間 野々山　孝 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
一年次履修した「組織学」を基盤にし、解剖生理学的知見を加
えて、「病態学/病理学」を学ぶ。主要疾患の基本的病態、正
常との違い、何故そうなるのかを中心に進める。

医薬品メーカーで新薬の開発・研究に従事
し、退職後は、安全性試験のCROに所属する
研究員の育成・指導を担当した。

【教科書・参考書・教材等】
「病理学の基本と仕組み（田村浩一著、秀和システム）」、「病理学講義（仲野徹、晶文社）」、「超ビジュアル病
態生理学（吉岡俊正監修、メジカルビュー社）」を中心に活用し、PPTスライドを用いて視覚的に進め理解の促
進を図る予定。

【到達目標】
主要な基本的病態、正常との違い、その原因などを理解し、個々の健康管理意識を高めることを目指す。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
病態学とは？

1

2
病理学総論

2

3
ヒトはなぜ病気になるか？

3

4
遺伝子異常と発生発達異常

4

5
細胞の傷害と修復のしくみ①

5

6
細胞の傷害と修復のしくみ②

6

7
代謝異常

7

8
循環障害

8

9
炎症①

9

10
炎症②と免疫

10

11
腫瘍①

11

12
腫瘍②

12

15
試験問題の解説

15

13
病理医が使う武器/病理学的検査

13

14
期末試験

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

機器分析概論 講義・演習 必修 後期

バイオ学科 2年 30時間

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
分析において成分の定性定量は不可欠であり、成分の分析に
は機器分析が使用される。主に環境分析に使用する分析機器
の原理やその機器の特性を知ることで、より的確な分析方法
を習得することを目指す。

【教科書・参考書・教材等】

日本分析機器工業会のWebページを参考
PowerPointにて資料を作成し、主に講義・演習方式で授業を進める

【到達目標】
目的別各分析機器の特徴を理解し、企業にて利用できることを目標とする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1 1
環境分析と機器分析
◦環境分析と機器分析の概要

2 2
電磁波(光)分析①
◦紫外可視分光光度計の原理と応用

3 3
電磁波(光)分析②
◦誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析装置の原
理と応用

4 4
電磁波(光)分析③
◦原子吸光光度計の原理と応用

5 5
Ｘ線分析
◦Ｘ線分析法の基礎と応用

6 6
クロマトグラフ分析①
◦クロマトグラフィーの原理と応用

7 7
クロマトグラフ分析②
◦イオンクロマトグラフの原理と応用

8 8
クロマトグラフ分析③-1
◦高速液体クロマトグラフの原理と応用

9 9
クロマトグラフ分析③-2
◦高速液体クロマトグラフの原理と応用

10 10
クロマトグラフ分析④-1
◦ガスクロマトグラフ（ＧＣ）の原理と応用

11 11
クロマトグラフ分析④-2
◦ガスクロマトグラフ（ＧＣ）の原理と応用

12 12
質量分析①
◦質量分析法 について

15 15
期末試験解説
◦試験内容の解説

13 13
質量分析②
◦四重極形質量分析計の原理と応用

14 14
期末試験
◦授業内容の振返りと期末試験

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校

一般社団法人
分析研修センター



　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

生化学 講義 必修 前期

バイオ学科 2年 30時間 高村 明孝

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
生化学を幅広く学び、基礎的な知識を習得する。

【教科書・参考書・教材等】
専門基礎分野・生化学・人体の構造と機能②(医学書院)、サイエンスビュー生物総合資料(実教出版)、イラス
トで学ぶ生化学(医学書院)、新バイオテクノロジーテキストシリーズ・生化学(講談社)

【到達目標】
中級バイオ技術者認定試験の生化学を理解できる知識を身に着ける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
生化学を学ぶための基礎知識

1

2
代謝の基礎と酵素・補酵素

2

3
糖質の構造と機能

3

4
糖質代謝

4

5
脂質の構造と機能、代謝

5

6
タンパク質の構造と機能、代謝

6

7
中間試験

7

8
遺伝子と核酸

8

9
遺伝子の複製・修復・組換え

9

10
転写

10

11
翻訳と翻訳後修飾

11

12
シグナル伝達

12

15
試験の解答と解説

15

13
まとめ

13

14
期末試験

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

環境科学概論 講義 選択 前期

バイオ学科 2年 30時間 吉野みゆき

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
水環境と水質に関する自然の仕組みと社会の仕組みを体系
的に理解すること

【教科書・参考書・教材等】
よくわかる水環境と水質　ohmsha　武田育郎　著

【到達目標】
水質と水環境に関する自然の仕組みや社会の仕組みを体系的に理解すること

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
中間試験と期末試験を実施する。※中間試験は環境コース実習時に行う

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション（講義概要説明）
不思議な物質「水」① 1

2
不思議な物質「水」②

2

3
地球上の水

3

4
地球温暖化と水循環

4

5
バーチャルウォーター・ウォーターフットプリント

5

6
日本の水利用

6

7
微生物による水質汚染と感染症

7

8
日本の上下水道の仕組み①

8

9
日本の上下水道の仕組み②

9

10
有機物汚濁と富栄養化現象

10

11
日本の４大公害

11

12
環境基本法と環境基準

12

15
試験返却・まとめ

15

13
世界の環境問題「プラスチックと海洋汚染」「世界を
めぐる水銀」「POPS汚染」 13

14
期末試験

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　２０２３年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

動態化学 講義 選択 前期

バイオ学科 2年 30時間 田川公造 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
実験データに基づきモデリング＆シミュレーションを行い、
数理的な解析技術を理解する。

医薬品開発を経験する。
薬物動態／薬理作用に関する試験プロトコー
ル、レポートを作成し、用法用量に関する適
性使用情報をまとめた。

【教科書・参考書・教材等】
参考書：コンパス生物薬剤学（南江堂）、できる大辞典ExcelVBA（株式会社インプレス）

【到達目標】
シミュレーション計算が独力でできる。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
薬物速度論の基礎

1

2
１－コンパートメントモデルの概念

2

3
繰り返し投与の計算

3

4
２－コンパートメントモデルの概念

4

5
生理学的薬物速度論の概念

5

6
モーメント解析法の計算

6

7
非線形薬物動態の概念

7

8
PK/PD解析モデルの概念

8

9
バイオマーカーの分析

9

10
応用（連立微分方程式の計算）

10

11
応用（臨床薬理試験の考え方）

11

12
応用（PK/PD演習）

12

15
応用（非線形組織結合モデル：ACE阻害薬）

15

13
確認（まとめ）

13

14
テスト

14

2022.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和5年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

分子生物学 講義 必修 前期

バイオ学科 2年 30時間 野口　民夫

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
バイオ技術者検定試験中級レベル以上の分子生物学の理
解を目指す。

【教科書・参考書・教材等】
分子生物学（本校作成）、サイエンスビュー「生物総合資料」（実教出版）、とってもやさしい生物基礎（旺
文社）。

【到達目標】
授業計画に記載した各事項の基本的な内容を理解することを目標とする。具体的には、バイオ技術者検
定試験中級レベルの合格を目標とする。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で
採点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
遺伝に関する基本的事項

1

2
ヌクレオチドとその代謝

2

3
核酸の構造と機能（１）

3

4
核酸の構造と機能（２）

4

5
染色体とゲノム

5

6
遺伝子の構造、発現、調節（１）

6

7
遺伝子の構造、発現、調節（２）

7

8
遺伝子の構造、発現、調節（３）

8

9
遺伝子の構造、発現、調節（４）

9

10
DNAの複製（１）

10

11
DNAの複製（２）

11

12
DNAの損傷と修復

12

15
テストの解説

15

13
病気と遺伝子

13

14
まとめのテスト

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

微生物学 講義 必修 前期

バイオ学科 2年 30時間 澤田　秀和 ○

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
微生物の基礎と応用について学ぶ。 製薬メーカーにおいて、微生物を用いた医薬

品の研究開発に従事していた。

【教科書・参考書・教材等】
講師作成のテキストを使用する。

【到達目標】
微生物の基礎および有用微生物の利用面と食中毒菌などの有害微生物について理解することを目的とす
る。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
微生物の生態と微生物による物質循環

1

2
微生物の一般的取扱い

2

3
微生物の種類：細菌、古細菌

3

4
微生物の種類：真菌、バクテリオファージ

4

5
微生物の分類

5

6
微生物の細胞構造

6

7
微生物の増殖と培養法

7

8
微生物の糖、脂質代謝

8

9
微生物のアミノ酸、核酸代謝

9

10
微生物を用いた醸造・発酵食品の製造

10

11
微生物一次代謝産物の発酵生産と用途

11

12
微生物二次代謝産物由来の生理活性物質

12

15
食品の殺菌と保存

15

13
微生物による環境改善とエネルギー生産

13

14
病原微生物の経口感染・食中毒

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

就職対策A 講義 必修 前期

バイオ学科 3年 120時間 各実習コース担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就職活動を進めるために必須の知識、ノウハウ、スキルを学ぶ.
主に希望する就業分野の企業研究、業界研究を行う。

【教科書・参考書・教材等】

特になし

【到達目標】
就職活動を進めていくための具体的・実践的な手法を学び、自分自身で就職活動ができるようになる。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
課題や指導は開講コマの時間帯に限定せず、就職活動の進捗、選考スケジュールにより柔軟に対応する。
対面の指導とgoogleクラスルーム上の課題のハイブリッド形式で開講する。

2
業界研究２

2

4
業界研究４

4

1
業界研究１

1

3
業界研究３

3

5
業界研究５

5

6
業界研究６

6

7
業界研究７

7

8
業界研究８

8

9
企業研究１

9

10
企業研究２

10

11
企業研究３

11

12
企業研究４

12

15
企業研究７

15

13
企業研究５

13

14
企業研究６

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

就職対策B 講義 必修 前期

バイオ学科 3年 120時間 各実習コース担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就職活動を進めるために必須の知識である自己分析を重点的に行
い、
選考を通過するための自己PR文書作成を目指す。

【教科書・参考書・教材等】

特になし

【到達目標】
就職活動を進めていくための具体的・実践的な手法を学び、自分自身で就職活動ができるようになる。
選考に必須である自己PR文書の完成を目指す。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、各点数に応
じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
課題や指導は開講コマの時間帯に限定せず、就職活動の進捗、選考スケジュールにより柔軟に対応する。自己PR文書
作成のための自己分析を重点的に行う。また面接練習を個別に実施。対面の指導とgoogleクラスルーム上の課題のハイ
ブリッド形式で開講する。

2
就職情報サイトの活用方法

2

4
自己分析１　自己分析とは

4

1
オリエンテーション（昨年度実績、就職活動の流れ、
社会の状況、心構えなど）

1

3
就活書類作成の基本、ビジネスメールの基本

3

5
自己分析２　自身を振り返る「中学校時代」

5

6
自己分析３　自身を振り返る「高校時代」

6

7
自己分析４　自身を振り返る「専門学校時代」

7

8
自己分析５　自身を振り返る「苦労したこと、失敗したこと、それ
に対して自分なりに努力、工夫したこと」※活動テーマは自由 8

9
自己分析６　自身を振り返る「苦労したこと、失敗したこと、それ
に対して自分なりに努力、工夫したこと」※活動テーマは自由 9

10
自己分析７　　自身を振り返る「自分なりに満足できた結果と周
囲からの評価」※活動テーマは自由 10

11
自己分析６　自身を振り返る「活動を通して成長できたこと、自信
がついたこと、学んだこと」※活動テーマは自由 11

12
自己分析７　自身を振り返る「活動を通して自覚できた長所、特徴、強
み」※活動テーマは自由
面接練習１

12

15
自己PR文の完成、提出

15

13
自己分析８　自身を振り返る「活動を通して自覚できた短所、弱点。その
短所・弱点について思うこと」※活動テーマは自由
面接練習２

13

14
自己分析９「なぜ大学ではなく、専門学校のバイオに進んだか」「所属す
るコースを選んだきっかけ」「コース実習で学んだこと」
面接練習３

14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
卒業研究（化学・共通Ⅰ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

実習 選択 通年

バイオ学科 3年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川公
造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、
卒業論文としてまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを

決め、卒業論文としてまとめる
生命科学コース（機能性評価）…2年次で習得した技術を応用し班ごとに研究テーマ
を決め、卒業論文としてまとめる
【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒業論文とし
てまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを決め、卒業論文としてまとめ
る

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００
点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュールを計
画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーション。（過去の
研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物による土の健康
チェックなど）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュー
ルを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物
による土の健康チェックなど）

4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究スケ
ジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテー
ション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、DDS（顆粒造粒
と徐放性コーティン、ナノエマルションなど）

4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究ス
ケジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼン
テーション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、DDS
（顆粒造粒と徐放性コーティン、ナノエマルションなど）

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを計
画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗がん作用の検
討）

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを
計画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼン
テーション。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗が
ん作用の検討）
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2020.04改訂　　 大阪バイオメディカル専門学校



　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
卒業研究（化学・共通Ⅱ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

実習 選択 通年

バイオ学科 3年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川
公造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒
業論文としてまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを決

め、卒業論文としてまとめる
生命科学コース（機能性評価）…2年次で習得した技術を応用し班ごとに研究テーマ
を決め、卒業論文としてまとめる
【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒業論文と
してまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを決め、卒業論文としてまとめ
る
生命科学コース（機能性評価）……2年次で習得した技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒業論文として【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００
点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュールを
計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーション。（過去
の研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物による土の健
康チェックなど）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュー
ルを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物
による土の健康チェックなど）

4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究スケ
ジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテー
ション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、DDS（顆粒造粒
と徐放性コーティン、ナノエマルションなど） 4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究ス
ケジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼ
ンテーション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、
DDS（顆粒造粒と徐放性コーティン、ナノエマルションなど）

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを計
画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗がん作用の検
討）

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを
計画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼン
テーション。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗が
ん作用の検討）
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2020.04改訂　  大阪バイオメディカル専門学校



　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
卒業研究（化学・専門Ⅰ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

実習 選択 通年

バイオ学科 3年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川
公造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒
業論文としてまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを決

め、卒業論文としてまとめる
生命科学コース（機能性評価）…2年次で習得した技術を応用し班ごとに研究テーマ
を決め、卒業論文としてまとめる
【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒業論文と
してまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを決め、卒業論文としてまとめ
る
生命科学コース（機能性評価）……2年次で習得した技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒業論文として【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００
点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュールを
計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーション。（過去
の研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物による土の健
康チェックなど）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュー
ルを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物
による土の健康チェックなど）

4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究スケ
ジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテー
ション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、DDS（顆粒造粒
と徐放性コーティン、ナノエマルションなど） 4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究ス
ケジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼ
ンテーション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、
DDS（顆粒造粒と徐放性コーティン、ナノエマルションなど）

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを計
画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗がん作用の検
討）

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを
計画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼン
テーション。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗が
ん作用の検討）
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2020.04改訂　  大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
卒業研究（化学・専門Ⅱ）
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

実習 選択 通年

バイオ学科 3年 150時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川公
造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、
卒業論文としてまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを

決め、卒業論文としてまとめる
生命科学コース（機能性評価）…2年次で習得した技術を応用し班ごとに研究テーマ
を決め、卒業論文としてまとめる
【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…水の分析　第4版　日本分析化学会北海道支部　編
生命科学コース（細胞）…改定　細胞培養入門ノート（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…医薬品製造販売指針2022（じほう）

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…環境科学コース…2年次で習得した分析技術を応用し班ごとに研究テーマを決め、卒業論文とし
てまとめる
生命科学コース（細胞）…2年次で習得した分析技術を応用し研究テーマを決め、卒業論文としてまとめ
る

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００
点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュールを計
画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーション。（過去の
研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物による土の健康
チェックなど）

2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュー
ルを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物
による土の健康チェックなど）

4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究スケ
ジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテー
ション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、DDS（顆粒造粒
と徐放性コーティン、ナノエマルションなど）

4

生命科学コース（機能性評価）…コース内に、研究テーマ班を結成し、研究ス
ケジュールを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼン
テーション。（過去の研究テーマ：IVIVC（3D口腔内投与、吸収性評価）、DDS
（顆粒造粒と徐放性コーティン、ナノエマルションなど）

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを計
画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗がん作用の検
討）

3

生命科学コース（細胞）…研究テーマに沿って研究スケジュールを
計画、実施、卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼン
テーション。（過去の研究テーマ：Hela細胞に対するpetasinの抗が
ん作用の検討）

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂　　 大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書
科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

就職指導 講義＆演習 選択 通年

バイオ学科 3年 60時間 各担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
卒業後の就労支援を行う。
卒業後に生き生きとした社会人となることを目標に、自分のた
めに前向きな姿勢を身につけさせる。

【教科書・参考書・教材等】
なし

【到達目標】
卒業後の就労支援を行う。学生の自己発見を促す。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

1
オリエンテーション

1

2
仕事探しのベースとは

2

3
自分の一生を考えて職業を見つける

3

4
様々な業種・職種を理解する

4

5
働くことの責任とその意義

5

6
会社と仕事の決まりやしくみを知る

6

7
ビジネス社会と自己表現

7

8
※上記について、年間を通して各学生の状況、
ニーズについて聞き取りをしながら指導を行う。 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期
基礎バイオテクノロジー
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

講義 必修 前期

バイオ学科 3年 90時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川
公造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…上下水道管理における基本知識を習得し、下水道技
術検定試験第3種の取得を目指す。
生命科学コース（細胞）…細胞生物学に関する基礎知識を習得し、最新
の技術・研究についての知見を広める。
生命科学コース（機能性評価）…LCガイドラインを修得する。

【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…下水道技術検定学習テキスト　一般財団法人　下須藤事業支援センター
2017年度版
生命科学コース（細胞）…実験医学（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…「医薬品開発における生体試料中薬物濃度分析法のバ
リデーションに関するガイドライン」、薬 食 審 査 発 0 7 1 1 第 1 号

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…上下水道管理における基本知識を習得し、下水道技術検定試験第3種の取得を目
指す。
生命科学コース（細胞）…細胞生物学に関する基礎知識を習得し、最新の技術・研究について理解す
ることができる。
生命科学コース（機能性評価）…LCガイドラインを修得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００
点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2

環境科学コース…令和２・３年度の過去問を実施。毎週、googleクラスルーム上に
課題を掲載、指定の日まで取り組んでgoogleフォームに提出。中間試験と期末試
験を対面で実施する。本試験受験は任意である。 2

4

生命科学コース（機能性評価）…①適用➁選択性③定量下
限④検量線⑤真度・精度⑥マトリックス効果⑦キャリーオー
バー⑧希釈の妥当性⑨安定性⑩パーシャルバリデーション
⑪クロスバリデーション⑫再分析⑬クロマト波形処理⑭システ
ム適合性⑮回収率

4

1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

1

3

生命科学コース（細胞）…googleクラスルーム上に課題を掲載
し、その内容についてレポートを提出する。（例：iPS細胞とES
細胞の違いなど） 3

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂　  大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

応用バイオテクノロジー
環境科学コース
生命科学コース（細胞）
生命科学コース（機能性評価）

講義 必修 後期

バイオ学科 3年 90時間
環境科学コース…吉野みゆき
生命科学コース（細胞）…馴松麻悠
生命科学コース（機能性評価）…田川公
造

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…各自の卒業研究テーマに関連した自然
科学に関する見分を一層深めること
生命科学コース（細胞）…細胞生物学に関する基礎知
識を習得し、最新の技術・研究についての知見を広め
る。
生命科学コース（機能性評価）…LBAガイドラインを修得【教科書・参考書・教材等】
所属コースの記載箇所を参照。
環境科学コース…特になし
生命科学コース（細胞）…実験医学（羊土社）
生命科学コース（機能性評価）…「医薬品開発における生体試料中薬物濃度分析法（リガンド結合法）のバリデー
ションに関するガイドライン」、薬食審査発０４０１第１号

【到達目標】
所属コースの記載箇所を参照
環境科学コース…卒業論文の執筆
生命科学コース（細胞）…細胞生物学に関する基礎知識を習得し、最新の技術・研究
について理解することができる。
生命科学コース（機能性評価）…LBAガイドラインを修得する。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００
点満点で採点し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。

【授業計画】（通年科目は、前期・後期とも記載）

2 2

環境科学コース…コース内に、研究テーマ班を結成し、採水・分析スケジュー
ルを計画、実施。卒業論文にまとめ、年度末の研究発表会でプレゼンテーショ
ン。（過去の研究テーマ：海水のＣＯＤ分析手順、食品の抗菌作用、土壌生物
による土の健康チェックなど）

4 4

生命科学コース（機能性評価）…①適用➁特異性③選択
性④検量線⑤真度・精度⑥希釈直線性⑦安定性⑧パー
シャルバリデーション⑨クロスバリデーション⑩ISR⑪再分
析⑫キャリーオーバー⑬クロストーク⑭重要試薬⑮干渉
物質

1 1
各コース・実習分野ごとにオリエンテーション

3 3

生命科学コース（細胞）…googleクラスルーム上に課題を
掲載し、その内容についてレポートを提出する。（例：iPS
細胞とES細胞の違いなど）

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

15 15

13 13

14 14

2020.04改訂　　 大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

インターンシップA 実習 選択 通年

バイオ学科 3年 120時間 各実習コース担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行う。

【教科書・参考書・教材等】
特になし

【到達目標】
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行い、更なる技術習得を目指す。就業前の心構えを身
に付ける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採
点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
受け入れ先のご担当者からも評価を頂く。
課題や指導は開講コマの時間帯に限定せず、スケジュールにより柔軟に対応する。
googleクラスルーム上にて簡単な状況報告を課す場合がある。

2
インターンシップ２

2
インターンシップ１７

4
インターンシップ４

4
インターンシップ１９

1
インターンシップ１

1
インターンシップ１６

3
インターンシップ３

3
インターンシップ１８

5
インターンシップ５

5
インターンシップ２０

6
インターンシップ６

6
インターンシップ２１

7
インターンシップ７

7
インターンシップ２２

8
インターンシップ８

8
インターンシップ２３

9
インターンシップ９

9
インターンシップ２４

10
インターンシップ１０

10
インターンシップ２５

11
インターンシップ１１

11
インターンシップ２６

12
インターンシップ１２

12
インターンシップ２７

15
インターンシップ１５

15
インターンシップ３０

13
インターンシップ１３

13
インターンシップ２８

14
インターンシップ１４

14
インターンシップ２９

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

インターンシップB 実習 選択 通年

バイオ学科 3年 120時間 各実習コース担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行う。

【教科書・参考書・教材等】
特になし

【到達目標】
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行い、更なる技術習得を目指す。就業前の心構えを身
に付ける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採
点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
受け入れ先のご担当者からも評価を頂く。
課題や指導は開講コマの時間帯に限定せず、スケジュールにより柔軟に対応する。
googleクラスルーム上にて簡単な状況報告を課す場合がある。

2
インターンシップ２

2
インターンシップ１７

4
インターンシップ４

4
インターンシップ１９

1
インターンシップ１

1
インターンシップ１６

3
インターンシップ３

3
インターンシップ１８

5
インターンシップ５

5
インターンシップ２０

6
インターンシップ６

6
インターンシップ２１

7
インターンシップ７

7
インターンシップ２２

8
インターンシップ８

8
インターンシップ２３

9
インターンシップ９

9
インターンシップ２４

10
インターンシップ１０

10
インターンシップ２５

11
インターンシップ１１

11
インターンシップ２６

12
インターンシップ１２

12
インターンシップ２７

15
インターンシップ１５

15
インターンシップ３０

13
インターンシップ１３

13
インターンシップ２８

14
インターンシップ１４

14
インターンシップ２９

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

インターンシップC 実習 選択 通年

バイオ学科 3年 120時間 各実習コース担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行う。

【教科書・参考書・教材等】
特になし

【到達目標】
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行い、更なる技術習得を目指す。就業前の心構えを身
に付ける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採
点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
受け入れ先のご担当者からも評価を頂く。
課題や指導は開講コマの時間帯に限定せず、スケジュールにより柔軟に対応する。

googleクラスルーム上にて簡単な状況報告を課す場合がある。

2
インターンシップ２

2
インターンシップ１７

4
インターンシップ４

4
インターンシップ１９

1
インターンシップ１

1
インターンシップ１６

3
インターンシップ３

3
インターンシップ１８

5
インターンシップ５

5
インターンシップ２０

6
インターンシップ６

6
インターンシップ２１

7
インターンシップ７

7
インターンシップ２２

8
インターンシップ８

8
インターンシップ２３

9
インターンシップ９

9
インターンシップ２４

10
インターンシップ１０

10
インターンシップ２５

11
インターンシップ１１

11
インターンシップ２６

12
インターンシップ１２

12
インターンシップ２７

15
インターンシップ１５

15
インターンシップ３０

13
インターンシップ１３

13
インターンシップ２８

14
インターンシップ１４

14
インターンシップ２９

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

インターンシップD 実習 選択 通年

バイオ学科 3年 120時間 各実習コース担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行う。

【教科書・参考書・教材等】
特になし

【到達目標】
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行い、更なる技術習得を目指す。就業前の心構えを身
に付ける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採点
し、
各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
受け入れ先のご担当者からも評価を頂く。
課題や指導は開講コマの時間帯に限定せず、スケジュールにより柔軟に対応する。
googleクラスルーム上にて簡単な状況報告を課す場合がある。

2
インターンシップ２

2
インターンシップ１７

4
インターンシップ４

4
インターンシップ１９

1
インターンシップ１

1
インターンシップ１６

3
インターンシップ３

3
インターンシップ１８

5
インターンシップ５

5
インターンシップ２０

6
インターンシップ６

6
インターンシップ２１

7
インターンシップ７

7
インターンシップ２２

8
インターンシップ８

8
インターンシップ２３

9
インターンシップ９

9
インターンシップ２４

10
インターンシップ１０

10
インターンシップ２５

11
インターンシップ１１

11
インターンシップ２６

12
インターンシップ１２

12
インターンシップ２７

15
インターンシップ１５

15
インターンシップ３０

13
インターンシップ１３

13
インターンシップ２８

14
インターンシップ１４

14
インターンシップ２９

2020.04改訂
大阪バイオメディカル専門学校



　　令和５年度　シラバス 兼 授業計画書

科目名称 授業の種類 履修区分 履修時期

インターンシップE 実習 選択 通年

バイオ学科 3年 120時間 各実習コース担当

学科 学年 授業時数 担当教員名 実務家教員

前期 後期

【科目の目的】 実務経験欄（実務家教員のみ記載）
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行う。

【教科書・参考書・教材等】
特になし

【到達目標】
就業関連分野の企業、大学研究室などで技術研修を行い、更なる技術習得を目指す。就業前の心構えを身
に付ける。

【評価方法と基準】
出席（４０点満点）、試験、成果発表、課題提出等の総合力（６０点満点）の合計により、１００点満点で採
点し、各点数に応じて５段階（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評定する。
受け入れ先のご担当者からも評価を頂く。
課題や指導は開講コマの時間帯に限定せず、スケジュールにより柔軟に対応する。
googleクラスルーム上にて簡単な状況報告を課す場合がある。
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